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　新年おめでとうございます。
　新型コロナウイルス感染症の影響は昨年も日本中で続きましたが、皆が
ウィズコロナの生活形態を模索し、場面に応じた適切な感染症対策を行いな
がら、社会経済活動は徐々に戻りつつあるように感じております。
　国や行政における障害者福祉の取り組みでは、改正障害者差別解消法や障
害者情報アクセシビリティ・コミュニケーション施策推進法の施行など、障
害者を取り巻く環境の改善の政策も進んできています。
　しかしながら、コロナ禍においては、人々の感染対策に起因する障害者に
とっての不利益な事象も多く見受けられ、加えてウクライナ情勢や地球温暖

　今年は会場での研修会の開催はできませんでしたが、中央研修会の正保先生、地区研修会の守
屋先生が撮影を引き受けて下さり、動画配信の研修会を実施することが出来ました。お忙しい中、
ご視聴をいただきありがとうございました。

化問題、物価高騰など様々な社会現象も生じていることから、日頃から障害者の悩みや困りごと
などに対応されている相談員の皆さまの活動は、これまでにも増して重要であると感じております。
　今冬は新型コロナ第８波と季節性インフルエンザの同時流行も懸念されています。皆さまにお
かれましては、引き続き基本的な感染防止対策をお取りのうえご活躍いただきたいと存じます。
　本会の発展と本年が皆さまにとってより良き年でありますことを祈念いたしまして、新年のご
挨拶とさせていただきます。
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　令和５年度の県予算編成に対し、「十分な身体障害者相談員の人数を確保するよう
市町村を指導し、住む地域によって身体に障害のある方が受けられるサービスに地域
間格差が生じないように」との要望を、令和４年12月９日に県域福祉関係団体で構成
する県社会福祉予算対策委員会を通じて茨城県知事に提出しました。
　また、いばらき自民党にも同様の県政要望を行いました。
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　令和 4 年 6 月 10 日（金）、セキショウ・ウェルビーイング福祉会館中研修室において、茨城
県身体障害者相談員連絡協議会の理事会が開催されました。
　髙野会長を議長に、令和３年度事業報告及び収支決算の両議案を事務局から説明し、小松崎
監事の監査結果報告の後、原案通り承認されました。
　次に、令和４年度事業計画及び収支予算の両議案を協議し、原案通り可決されました。
　次に、ひたちなか市相談員皆川妙子理事の退任に伴い、後任理事にひたちなか市相談員の皆
川嘉彦氏を選任することについて、原案通り可決されました。

　当協議会は、茨城県内のすべての身体障害者相談員を会員として、相談員の資質の向上と相互
の連携を強化し、相談業務の充実を図る趣旨で設立した団体です。　
　会員の皆さまからいただいた会費は、組織の運営ばかりでなく、研修会の開催費用等として有
効に使わせていただいているところです。
　これら当会の設立の趣旨や活動等をご理解いただき、まだ会費を納められていない方は、会費
（1,000円／年）を納入してくださいますようお願いいたします。

令和４年度　中央研修会・地区研修会　研修会動画撮影の様子

令和４年度 身体障害者相談員連絡協議会理事会を開催令和４年度 身体障害者相談員連絡協議会理事会を開催
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ホームページのお知らせホームページのお知らせ

　今年度は、社会福祉法人埼玉県身体障害者福祉協会の主催で、11月11日から1週間、YouTube
の動画配信により行われました。研修会では、日本身体障害者団体連合会の阿部会長、埼玉県身
体障害者福祉協会の種村会長の挨拶に続いて、ＤＰＩ日本会議の佐藤聡事務局長から、「障害者差
別解消法でインクルーシブな社会へ」をテーマに講演がありました。
（講演の内容）
○国連の障害者権利条約と、そこに謳われている障害は環境にあるという「社会モデル」の理念
について
○障害者差別解消法の要点と2021年改正のポイントについて
○我が国におけるインクルーシブな社会の進展と展望について

　中央研修会（7月29日予定）、地区研修会（9月2日、16日予定）は、いずれも新型コロナウィ
ルス感染症の感染拡大を防止する措置といたしまして、インターネットによる動画配信に変更し
て行いました。
　YouTube録画配信：令和4年10月24日（月）～ 12月23日（金）

茨城県障害者社会参加推進センターでは、障害者福祉団体リーダー研修会を、次のとおり開催します。
日　時：令和５年２月14日（火）13時30分～ 15時30分（受付12時30分～）
場　所：セキショウ・ウェルビーイング福祉会館　１階　コミュニティホール
対象者
茨城県障害者社会参加推進協議会加盟の障害者団体及び市町村からの推薦のあった障害者福祉
団体のリーダー（候補者等含む）並びに市町村関係者
研修内容（仮題）
①　茨城県における障害者福祉施策の動向
②　障害者関係団体等における先進的な取り組み（取手市あいサポート運動）

　茨城県身体障害者福祉団体連合会では、ホームページ
を昨年２月１日に開設しました。
　その中で、身体障害者相談員連絡協議会も、研修会
のお知らせや広報紙などの情報発信を行っています。
　スマートフォンでの閲覧にも対応していますので、
ぜひご利用ください。

中央研修会　正保先生

中央研修会
　「傾聴の心構え」の３つのポイントについて、様々な事例を交
えてご講話をいただきました。そして、正解を与える（答える）
のではなく、相手の悩みや訴えに対して「応じる（応える）」と
いうことが大切であるということを学びました。
　1.相手と価値観の基準を合わせて考える。
　2.自身の心の「アドバンス」（状態を変えてあげようとする気
持ち）のスイッチを切って、相手と向きあう。

　3.相手の「今」を「エクステンド」する（相手が現在おかれて
いる状況に関する情報を聞き出す）。

日身連関ブロ相談員研修会 ＤＰＩ日本会議　佐藤 聡 事務局長

地区研修会　守屋先生

地区研修会
　「傾聴という方法について」をテーマに、良い話の聴き手となる
ための心構えや、話を聴くための具体的な方法などについてご講
話をいただきました。
　ご講話の中では、協議会役員の皆さまから事前にいただいた質問
にも呼応して、ちょっとした相談のコツや、自分の意見・助言を伝
える場合の方法、相談中の沈黙の対処法、ストレスをためない方法
などのお話しもありました。また、手話通訳の方も参加して、イス
に座って行うリラックス法の紹介がありました。

【相談に応じる中で、対応などに困った事例や、講師にお伺いしたいことはありますか。】
○　障害のことで不安になってしまい、精神障害のような感じで、1日に7，8回電話が架かっ
てきたケースの対応に苦慮しました。精神面で不安な方に対して、専門医を紹介した方がい
いのかなど、対応に悩むことがあります。
○　母親への嫌悪、市役所や生保担当者への不満などについて、度々、長電話で一方的に打ち
明けられて、対応に苦慮しています。余りに電話が長いことで、多少当方にもストレスが生
じます。このような方に対応する良い傾聴のあり方をご教示ください。
○　自身は身体障害者であるが、「身体障害者」、「視覚障害者」、「聴覚障害者」など障害の度
合いは相談者によって異なっており、異なる障害者の立場にどこまで寄り添ってあげること
が出来るのか、限界を感じることがありました。
○　聴覚障害の相談者から、今後、介護施設に入所したとき、意思の疎通に不安があるという
相談への対応に苦慮しました。　　など

【受講者の声】
○　学問としての相談の在り方と相談窓口での実際のお話、大変参考になりました。
○　良い話しの聴き手となるための心構えとして「できないこと」を自覚することを聴いて、
心が揺り動かされました。
○　相談者に笑顔が戻るように、今後も「頑張らないけど、あきらめない」気持ちで取り組みます。

茨城大学人文社会科学部教授　正保春彦先生

茨城いのちの電話研修委員　守屋英子先生

相談員の皆さまからの質問、感想

令和４年度 障害者福祉団体リーダー研修会のご案内令和４年度 障害者福祉団体リーダー研修会のご案内
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ホームページのお知らせホームページのお知らせ

　今年度は、社会福祉法人埼玉県身体障害者福祉協会の主催で、11月11日から1週間、YouTube
の動画配信により行われました。研修会では、日本身体障害者団体連合会の阿部会長、埼玉県身
体障害者福祉協会の種村会長の挨拶に続いて、ＤＰＩ日本会議の佐藤聡事務局長から、「障害者差
別解消法でインクルーシブな社会へ」をテーマに講演がありました。
（講演の内容）
○国連の障害者権利条約と、そこに謳われている障害は環境にあるという「社会モデル」の理念
について
○障害者差別解消法の要点と2021年改正のポイントについて
○我が国におけるインクルーシブな社会の進展と展望について

　中央研修会（7月29日予定）、地区研修会（9月2日、16日予定）は、いずれも新型コロナウィ
ルス感染症の感染拡大を防止する措置といたしまして、インターネットによる動画配信に変更し
て行いました。
　YouTube録画配信：令和4年10月24日（月）～ 12月23日（金）

茨城県障害者社会参加推進センターでは、障害者福祉団体リーダー研修会を、次のとおり開催します。
日　時：令和５年２月14日（火）13時30分～ 15時30分（受付12時30分～）
場　所：セキショウ・ウェルビーイング福祉会館　１階　コミュニティホール
対象者
茨城県障害者社会参加推進協議会加盟の障害者団体及び市町村からの推薦のあった障害者福祉
団体のリーダー（候補者等含む）並びに市町村関係者
研修内容（仮題）
①　茨城県における障害者福祉施策の動向
②　障害者関係団体等における先進的な取り組み（取手市あいサポート運動）

　茨城県身体障害者福祉団体連合会では、ホームページ
を昨年２月１日に開設しました。
　その中で、身体障害者相談員連絡協議会も、研修会
のお知らせや広報紙などの情報発信を行っています。
　スマートフォンでの閲覧にも対応していますので、
ぜひご利用ください。

中央研修会　正保先生

中央研修会
　「傾聴の心構え」の３つのポイントについて、様々な事例を交
えてご講話をいただきました。そして、正解を与える（答える）
のではなく、相手の悩みや訴えに対して「応じる（応える）」と
いうことが大切であるということを学びました。
　1.相手と価値観の基準を合わせて考える。
　2.自身の心の「アドバンス」（状態を変えてあげようとする気
持ち）のスイッチを切って、相手と向きあう。

　3.相手の「今」を「エクステンド」する（相手が現在おかれて
いる状況に関する情報を聞き出す）。

日身連関ブロ相談員研修会 ＤＰＩ日本会議　佐藤 聡 事務局長

地区研修会　守屋先生

地区研修会
　「傾聴という方法について」をテーマに、良い話の聴き手となる
ための心構えや、話を聴くための具体的な方法などについてご講
話をいただきました。
　ご講話の中では、協議会役員の皆さまから事前にいただいた質問
にも呼応して、ちょっとした相談のコツや、自分の意見・助言を伝
える場合の方法、相談中の沈黙の対処法、ストレスをためない方法
などのお話しもありました。また、手話通訳の方も参加して、イス
に座って行うリラックス法の紹介がありました。

【相談に応じる中で、対応などに困った事例や、講師にお伺いしたいことはありますか。】
○　障害のことで不安になってしまい、精神障害のような感じで、1日に7，8回電話が架かっ
てきたケースの対応に苦慮しました。精神面で不安な方に対して、専門医を紹介した方がい
いのかなど、対応に悩むことがあります。
○　母親への嫌悪、市役所や生保担当者への不満などについて、度々、長電話で一方的に打ち
明けられて、対応に苦慮しています。余りに電話が長いことで、多少当方にもストレスが生
じます。このような方に対応する良い傾聴のあり方をご教示ください。
○　自身は身体障害者であるが、「身体障害者」、「視覚障害者」、「聴覚障害者」など障害の度
合いは相談者によって異なっており、異なる障害者の立場にどこまで寄り添ってあげること
が出来るのか、限界を感じることがありました。
○　聴覚障害の相談者から、今後、介護施設に入所したとき、意思の疎通に不安があるという
相談への対応に苦慮しました。　　など

【受講者の声】
○　学問としての相談の在り方と相談窓口での実際のお話、大変参考になりました。
○　良い話しの聴き手となるための心構えとして「できないこと」を自覚することを聴いて、
心が揺り動かされました。
○　相談者に笑顔が戻るように、今後も「頑張らないけど、あきらめない」気持ちで取り組みます。

茨城大学人文社会科学部教授　正保春彦先生

茨城いのちの電話研修委員　守屋英子先生

相談員の皆さまからの質問、感想

令和４年度 障害者福祉団体リーダー研修会のご案内令和４年度 障害者福祉団体リーダー研修会のご案内
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ホームページのお知らせホームページのお知らせ

　今年度は、社会福祉法人埼玉県身体障害者福祉協会の主催で、11月11日から1週間、YouTube
の動画配信により行われました。研修会では、日本身体障害者団体連合会の阿部会長、埼玉県身
体障害者福祉協会の種村会長の挨拶に続いて、ＤＰＩ日本会議の佐藤聡事務局長から、「障害者差
別解消法でインクルーシブな社会へ」をテーマに講演がありました。
（講演の内容）
○国連の障害者権利条約と、そこに謳われている障害は環境にあるという「社会モデル」の理念
について
○障害者差別解消法の要点と2021年改正のポイントについて
○我が国におけるインクルーシブな社会の進展と展望について

　中央研修会（7月29日予定）、地区研修会（9月2日、16日予定）は、いずれも新型コロナウィ
ルス感染症の感染拡大を防止する措置といたしまして、インターネットによる動画配信に変更し
て行いました。
　YouTube録画配信：令和4年10月24日（月）～ 12月23日（金）

茨城県障害者社会参加推進センターでは、障害者福祉団体リーダー研修会を、次のとおり開催します。
日　時：令和５年２月14日（火）13時30分～ 15時30分（受付12時30分～）
場　所：セキショウ・ウェルビーイング福祉会館　１階　コミュニティホール
対象者
茨城県障害者社会参加推進協議会加盟の障害者団体及び市町村からの推薦のあった障害者福祉
団体のリーダー（候補者等含む）並びに市町村関係者
研修内容（仮題）
①　茨城県における障害者福祉施策の動向
②　障害者関係団体等における先進的な取り組み（取手市あいサポート運動）

　茨城県身体障害者福祉団体連合会では、ホームページ
を昨年２月１日に開設しました。
　その中で、身体障害者相談員連絡協議会も、研修会
のお知らせや広報紙などの情報発信を行っています。
　スマートフォンでの閲覧にも対応していますので、
ぜひご利用ください。

中央研修会　正保先生

中央研修会
　「傾聴の心構え」の３つのポイントについて、様々な事例を交
えてご講話をいただきました。そして、正解を与える（答える）
のではなく、相手の悩みや訴えに対して「応じる（応える）」と
いうことが大切であるということを学びました。
　1.相手と価値観の基準を合わせて考える。
　2.自身の心の「アドバンス」（状態を変えてあげようとする気
持ち）のスイッチを切って、相手と向きあう。

　3.相手の「今」を「エクステンド」する（相手が現在おかれて
いる状況に関する情報を聞き出す）。

日身連関ブロ相談員研修会 ＤＰＩ日本会議　佐藤 聡 事務局長

地区研修会　守屋先生

地区研修会
　「傾聴という方法について」をテーマに、良い話の聴き手となる
ための心構えや、話を聴くための具体的な方法などについてご講
話をいただきました。
　ご講話の中では、協議会役員の皆さまから事前にいただいた質問
にも呼応して、ちょっとした相談のコツや、自分の意見・助言を伝
える場合の方法、相談中の沈黙の対処法、ストレスをためない方法
などのお話しもありました。また、手話通訳の方も参加して、イス
に座って行うリラックス法の紹介がありました。

【相談に応じる中で、対応などに困った事例や、講師にお伺いしたいことはありますか。】
○　障害のことで不安になってしまい、精神障害のような感じで、1日に7，8回電話が架かっ
てきたケースの対応に苦慮しました。精神面で不安な方に対して、専門医を紹介した方がい
いのかなど、対応に悩むことがあります。
○　母親への嫌悪、市役所や生保担当者への不満などについて、度々、長電話で一方的に打ち
明けられて、対応に苦慮しています。余りに電話が長いことで、多少当方にもストレスが生
じます。このような方に対応する良い傾聴のあり方をご教示ください。
○　自身は身体障害者であるが、「身体障害者」、「視覚障害者」、「聴覚障害者」など障害の度
合いは相談者によって異なっており、異なる障害者の立場にどこまで寄り添ってあげること
が出来るのか、限界を感じることがありました。
○　聴覚障害の相談者から、今後、介護施設に入所したとき、意思の疎通に不安があるという
相談への対応に苦慮しました。　　など

【受講者の声】
○　学問としての相談の在り方と相談窓口での実際のお話、大変参考になりました。
○　良い話しの聴き手となるための心構えとして「できないこと」を自覚することを聴いて、
心が揺り動かされました。
○　相談者に笑顔が戻るように、今後も「頑張らないけど、あきらめない」気持ちで取り組みます。

茨城大学人文社会科学部教授　正保春彦先生

茨城いのちの電話研修委員　守屋英子先生

相談員の皆さまからの質問、感想

令和４年度 障害者福祉団体リーダー研修会のご案内令和４年度 障害者福祉団体リーダー研修会のご案内
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　新年おめでとうございます。
　新型コロナウイルス感染症の影響は昨年も日本中で続きましたが、皆が
ウィズコロナの生活形態を模索し、場面に応じた適切な感染症対策を行いな
がら、社会経済活動は徐々に戻りつつあるように感じております。
　国や行政における障害者福祉の取り組みでは、改正障害者差別解消法や障
害者情報アクセシビリティ・コミュニケーション施策推進法の施行など、障
害者を取り巻く環境の改善の政策も進んできています。
　しかしながら、コロナ禍においては、人々の感染対策に起因する障害者に
とっての不利益な事象も多く見受けられ、加えてウクライナ情勢や地球温暖

　今年は会場での研修会の開催はできませんでしたが、中央研修会の正保先生、地区研修会の守
屋先生が撮影を引き受けて下さり、動画配信の研修会を実施することが出来ました。お忙しい中、
ご視聴をいただきありがとうございました。

化問題、物価高騰など様々な社会現象も生じていることから、日頃から障害者の悩みや困りごと
などに対応されている相談員の皆さまの活動は、これまでにも増して重要であると感じております。
　今冬は新型コロナ第８波と季節性インフルエンザの同時流行も懸念されています。皆さまにお
かれましては、引き続き基本的な感染防止対策をお取りのうえご活躍いただきたいと存じます。
　本会の発展と本年が皆さまにとってより良き年でありますことを祈念いたしまして、新年のご
挨拶とさせていただきます。

P R O P レポート
茨城県身体障害者相談員連絡協議会　会報　ＮO.22

　令和５年度の県予算編成に対し、「十分な身体障害者相談員の人数を確保するよう
市町村を指導し、住む地域によって身体に障害のある方が受けられるサービスに地域
間格差が生じないように」との要望を、令和４年12月９日に県域福祉関係団体で構成
する県社会福祉予算対策委員会を通じて茨城県知事に提出しました。
　また、いばらき自民党にも同様の県政要望を行いました。

要 望 活 動

令和４年度茨城県身体障害者相談員連絡協議会会員数
市 町 村 名 会員数 会員数 会員数
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　令和 4 年 6 月 10 日（金）、セキショウ・ウェルビーイング福祉会館中研修室において、茨城
県身体障害者相談員連絡協議会の理事会が開催されました。
　髙野会長を議長に、令和３年度事業報告及び収支決算の両議案を事務局から説明し、小松崎
監事の監査結果報告の後、原案通り承認されました。
　次に、令和４年度事業計画及び収支予算の両議案を協議し、原案通り可決されました。
　次に、ひたちなか市相談員皆川妙子理事の退任に伴い、後任理事にひたちなか市相談員の皆
川嘉彦氏を選任することについて、原案通り可決されました。

　当協議会は、茨城県内のすべての身体障害者相談員を会員として、相談員の資質の向上と相互
の連携を強化し、相談業務の充実を図る趣旨で設立した団体です。　
　会員の皆さまからいただいた会費は、組織の運営ばかりでなく、研修会の開催費用等として有
効に使わせていただいているところです。
　これら当会の設立の趣旨や活動等をご理解いただき、まだ会費を納められていない方は、会費
（1,000円／年）を納入してくださいますようお願いいたします。

令和４年度　中央研修会・地区研修会　研修会動画撮影の様子

令和４年度 身体障害者相談員連絡協議会理事会を開催令和４年度 身体障害者相談員連絡協議会理事会を開催


